




 

I.研究目的 

 施設入院療法は,外国で Peshkin,本邦で遠城寺がその有効性を唱えて以来,

外来治療でコントロールしにくい重症喘息児に広く行われてきた。その効果は

入院させている限りは疑うべくもないが,一旦,外泊,退院させると再発する例

が多いことも事実である。また近年,喘息の重症化,ステロイド依存性患者の増

加がみられるが,そのような喘息児の入院が,これまでの施設入院療法にどのよ

うな変化をもたらしているのかも興味のある点である。そこで,まず,入院中の

患児が外泊によりどのような変化をきたすかを換気機能を主な指標として検討

した。 


